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　高齢者における過去および現在のソーシャル・サポートと、自尊感情、および主観的幸福感との関連性につ
いて検討した。回答者は60歳以上の成人計92名であった。ソーシャル・サポートに関する質問は、受容と
提供にかかわる対人関係の存在および満足度の側面を設けた。相関分析では、過去および現在のソーシャル・
サポートは、ともに自尊感情や主観的幸福感と正の関係を示した。パス解析により、過去のソーシャル・サ
ポートに対する満足度は、現在のソーシャル・サポートとは独立に自尊感情や主観的幸福感に影響することが
示された。本研究の結果は、高齢者のソーシャル・サポートの意義を検討する場合に、現在のみならず過去の
ソーシャル・サポートをも考慮すべきことを示している。

　We examined the relationships between past and present social support, self-esteem, and subjective feelings 
of well-being in elderly people. Ninety-two adults over 60 years completed a questionnaire. Items on social 
support inquired the number, as well as the degree of satisfaction with people who give and receive support in 
different situations. Correlational analysis indicated that both past and present social support correlated with 
self-esteem, and subjective feelings of well-being. Path analysis showed that satisfaction with past social support 
had a positive effect on subjective feelings of well-being, independently of present social support. These results 
demonstrate the importance of considering past, as well as present social support, when analyzing the effects of 
social support on the well-being of elderly people.

高齢者の過去および現在のソーシャル・サポートと主観的幸福感の関係

Relationship between Past and Present Social Support in 
Elderly People and Their Subjective Feelings of Well-Being

問題

　ソーシャル・サポート研究は「周囲の人々
との支持的な対人関係の存在や、そこから得
られる援助が、心身の健康に好ましい効果を
持つ」ということを、その基本的なテーマの
一つとしている（久田 , 1987）。一方、高
齢者にとって、いかに心身の健康を維持しな
がら老いていくかは、極めて重要な課題であ
る（Erikson, 1963; Havighurst,1953）。
その点で、高齢者におけるソーシャル・サ
ポートの研究は実際的な意味合いを強く含ん
でおり、従来から数多くの報告がおこなわれ
てきた（たとえばAntonucci, 1985, 1990）。
　わが国でも1990年代以降、老年学や公
衆衛生学等を中心に、様々な分野で高齢者の
ソーシャル・サポートに関する数多くの研究
が発表されてきている（たとえば平野，
1998；飯田，2000；河合・下仲，1992；
金他，2000；金他，1999；中嶋・香川，
1998；野口, 1991；坂田・Liang・前田, 
1990； 杉澤，1993； 柳澤他, 2003）。こ
れらの研究では、高齢者におけるサポートの
授受ないしその可能性（必要に応じてサポー
トを入手あるいは提供できるという認知）
が、心理的な苦痛を防ぎ、自尊感情や幸福感
を高めることが示されてきている。たとえ
ば、高齢者における抑うつとソーシャル・サ
ポートおよびソーシャル・サポート・ネット
ワーク（サポートのやりとりがなされる対人
関係：以下「サポート・ネットワーク」と表
記）の関連をレビューした増地・岸
（2001）によれば、高齢者の抑うつは、ネ

ットワークが小さいこと、期待できる、ある
いは受領した情緒的サポートが少ないこと、
期待できる手段的サポートが少ないこと、他
者へのサポート提供が少ないことと関連する
という。また、抑うつのようにネガティブな
側 面 へ の 影 響 だ け で は な く、 金 他
（1999）、金他（2000）、杉澤（1993）、
柳澤他（2003）のように主観的幸福感や
生活満足感へのサポートの影響を検討した研
究も数多くおこなわれている。
　しかしながら、高齢者の対人関係をより若
い世代との比較でみた場合、そこには質的・
内容的な変化を生じていることが考えられ
る。たとえば、高齢者では職業生活からの引
退、身体能力の低下に伴う移動の制限、同年
代の友人・知人や血縁者の病気、死去などの
要因が、対人関係に影響を及ぼす可能性があ
る。これらのいくつかは、加齢にともなって
対人関係そのものを縮小させるように作用す
る。そのため、高齢になった時点では、それ
以前と同じく量的に十分なサポート・ネット
ワークが存在する、あるいはサポートの入
手・提供が可能であるとは限らない。もちろ
ん、退職などによって時間的な余裕が生ま
れ、地域活動などに加わることで新たな対人
関係が生まれる可能性もあり、高齢者の対人
関係が常に若い時代よりも縮小しているとは
限らない。しかしながら、その場合でも生活
環境の変化は対人関係全体に影響を及ぼし、
サポート・ネットワークをも変化させること
が考えられる。
　また、サポートの入手－提供の互恵性の重
要性を指摘する研究は少なくないが（たとえ
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ばRook, 1987；飯田 , 2000）、一方で生
涯発達的な立場からは、高齢者の場合には長
い人生の中でサポートをやりとりしてきた蓄
積があるのであり、現時点でのサポート授受
が互恵的であるか否かが即座に影響するわけ
ではないとの主張もなされている（Antonucci, 
1985; 高 橋・波 多 野, 1990）。Antonucci & 
Jackson（1987, 1990）は「サポート銀行
（social support bank）」という概念を提
案しており、人は家族や友人といった親しい
他者とのサポート授受のバランスを、現時点
のみならずより長期的な視点から評価すると
いう。また高橋・波多野（1990）は、乳
ガンの闘病生活を綴った千葉（1987）の
記述を援用しつつ、過去に支えてあげた人た
ちがいれば、今の仲間を直接に支えていなく
てもよい、人は誰かを支え誰かに支えられる
ということで帳尻が合っていればよい、との
考え方を述べている。
　このような議論をふまえて考えると、高齢
者におけるソーシャル・サポートと心身の健
康（特に心理的側面）の問題を検討する場合
には、現在のみならず「過去の」サポート・
ネットワークがどのようなものであったか、
とりわけ、高齢者自身が「過去のサポート・
ネットワークを、今どのようにとらえている
か」も考慮すべきであると考えられる。たと
えば、過去のサポート・ネットワークが豊富
に存在し、それを満足できるものと評価して
いれば、つらい気持ちになったり孤独にさい
なまれたりということが少なくてすむかもし
れない。自尊感情や幸福感を損なわれずにす
むかもしれない。しかし、現時点ではそのよ
うな視点にもとづくソーシャル・サポートに
関する実証的研究はほとんどないようであ
る。なお、高齢者の回想に関する研究では過
去の経験をどのように捉え直すかが現在の心
理的適応に影響することが指摘されており
（たとえば野村・橋本 , 1997, 2001）、こ
の点でも「過去のサポート・ネットワーク」
への現時点での評価の重要性が示唆される。
　そこで本研究では、高齢者におけるソーシ
ャル・サポートの受容・提供にかかわる対人
関係の存在および満足度を過去と現在の両時
点についてたずね、それらと自尊感情および
主観的幸福感との関連性について検討した。

本研究の基本的な仮説は「高齢者における過
去のソーシャル・サポートは、現在のソーシ
ャル・サポートとともに、自尊感情や主観的
幸福感の維持と関連する」というものであ
る。

方法

被調査者
　三重県松阪市内のＡ老人会に所属する60
歳以上の高齢者 120名を対象に質問紙調査
をおこない、93名から回答を得た（回収率
77.5％）。本研究ではそのうち記入もれの
多かった 1名を除く 92名（男性 43名、
女性49名）のデータを分析対象とした。年
齢の範囲は 60－ 87 歳の範囲であり、平
均年齢は 70.6 歳（SD ＝ 5.97）であっ
た。婚姻状況は、既婚64名、死別25名、
未婚2名、未記入1名であり、職業は、退
職47名、専業主婦（夫）28名、家事から
引退した人10名等であった。現在の家族構
成は、夫婦のみ 63 名、独居 10 名、息子
世帯と同居8名等であった。また古谷野他
（1987）の老研式活動能力指標における手
段的自立に関する5項目（「バス、電車を使
って一人で外出できる」「日用品の買い物が
できる」など；5点満点）の平均値は4.83
（SD＝ 0.38）であり、日常生活上の支障
がない身体的に健康な状態であることを示し
ていた。
測定内容
　本研究で分析対象とした測定内容は以下の
とおりである。なお、回答者の負担を考慮し
て項目数はできるだけ少なくする方針をとっ
た。
　ソーシャル・サポート　野口（1991）、
福岡・橋本（1997a, 1997b）、松崎・田
中・古城（1990）を参考に、情緒的側面
（おちこんでいるときになぐさめる、悩んで
いるとき相談にのる）と手段的側面（病気に
なったとき看病や世話をする、用事を引き受
ける）からなる計4項目を作成した。情緒
的、手段的の区別は福岡・橋本（1997a）
および野口（1991）に依り、最低限両方
の内容が含まれるように配慮した。そして、
現在のサポート受容と提供、過去のサポート
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受容と提供について、それぞれ松崎他
（1990）と同様、あてはまる人と満足度を
たずねた。なお、受容と提供はそれぞれ「…
してくれる」「…してあげる」という表現
で、また過去のサポートは「今までに……し
てくれた（あげた）」という表現で質問し
た。満足度は、各項目にあてはまる人を具体
的に挙げてもらった後、それらの人々からし
てもらう（もらった）こと、してあげる（あ
げた）ことについて問う形式とした。回答方
法は、あてはまる人については事前設定した
対人関係のカテゴリー（息子、友人など）に
よる記入で各項目 5名まで挙げてもらい
（：各項目の得点範囲は0－ 5）、満足度に
ついては「満足でない (1)」から「満足であ
る (4)」までの4件法とした。
　自尊感情　山本・松井・山成（1982）
の尺度から、前田・野口・玉野・中谷・坂
田・Liang（1989）で用いられたのと同じ
5項目を抜粋し、「そう思わない (1)」から
「そう思う (4)」までの4件法で回答を求め
た。ただし、本研究では内的整合性の関係か
ら 2項目を削除し、3項目で集計した。使
用した項目は「他の人が出来る程度のこと
は、自分にもできると思う」「全体的にいえ
ば、私は自分自身に満足している」「私は
時々、自分がてんでだめだと思う（逆転項
目）」である。高得点であるほど自尊感情が
高いことを示す。
　主観的幸福感　Lawton（1975）による
ＰＧＣモラール・スケールの翻訳・改訂版
（前田他 , 1989）を用いた。17項目から
なり、回答方法は「はい (1)」「いいえ (0)」
の 2件法である。高得点であるほど主観的
幸福感が高いことを示す。
実施方法
　1997 年 10 － 11 月に、老人会の幹事
を通じて各会員に協力を依頼し承諾を得た
上、個別に質問紙を配布した。回答期間は1
週間とし、封筒に入れ密封の上回収した。な
お、調査は無記名でおこなった。
　データの分析にはSAS Version6.12 を
使用した。

結果と考察

基礎統計量
　最初に、ソーシャル・サポートの提供と受
容の人数および満足度（現在、過去別）、主
観的幸福感、自尊感情の平均値を算出した
（表1）。集計はいずれも評定値の単純加算で
ある。男女別にも算出したがｔ検定で有意差
を示したものはなかったので、ここでは全体
での結果を示す。なお、ソーシャル・サポー
トに関しては情緒的項目と手段的項目の相関
が高かったため、内容別の区別はおこなわず
4項目の合計点で集計した。尺度の内的整合
性を示すα係数は、サポートの諸指標と主観
的幸福感についてはいずれも十分に高かっ
た。自尊感情のα係数は 0.60 を下回って
おり低かったが、項目間相関は 0.21̶
0.37といずれも有意（p<.05 － .001）で
あり、分析に含めることとした。
　なお、サポート源の人数に関して過去より
も現在の方が多く挙げられる傾向がみられ
た。これはおそらく、現在については実際に
サポートの授受がなされていなくても、仮に
そのような事態になったらという仮定のもと
でサポート源を挙げることができるためであ
ると考えられる。
指標間の相関関係
　続いて、過去および現在のソーシャル・サ
ポート（提供、受容の人数と満足度）、主観
的幸福感、自尊感情の間でのピアソン相関係
数を算出した（表 2）。なお、男女別にも算
出したが両者の結果はほぼ完全に一致してお
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表1　各指標の平均値と標準偏差、α係数

　　 指 標    平均     ＳＤ    α係数
過去のサポート
　提供・人数 9.65 5.33 0.92
　　　　満足度 13.53 2.43 0.90
　受容・人数 9.03 5.04 0.90
　　　　満足度 13.72 2.49 0.89
現在のサポート
　提供・人数 11.96 5.00 0.88
　　　　満足度 13.40 2.22 0.83
　受容・人数 10.38 4.48 0.88
　　　　満足度 13.57 2.26 0.83
主観的幸福感 9.04 2.11 0.80
自尊感情 9.82 3.91 0.57
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り、また年齢の影響を統制した偏相関係数で
も基本的に同様であったため、ここでは全体
での単相関の結果を示す。サポート諸指標間
では、過去、現在ともに、サポート源の提供
人数と受容人数、サポートの提供満足度と受
容満足度の間に極めて高い相関が認められ
た。人数と満足度の相関はそれに比べると低
く、特に過去のサポートでは有意水準に達し
ていなかった。自尊感情と主観的幸福感は、
過去および現在のいくつかのサポート指標、
とりわけ満足度と有意な正の相関を示した。
現在のサポートについては、提供者の人数に
ついても有意な正の相関がみられた。なお、
自尊感情と主観的幸福感の間にも、有意な正
の相関が認められた。
　ソーシャル・サポートの諸指標と自尊感情
および主観的幸福感との相関は、現在のみな
らず過去のサポート・ネットワークへの満足
度も、高齢者の自尊感情や主観的幸福感の維
持に寄与していることを示唆する。

パス解析
　さらに、過去および現在のサポートが自尊
感情と主観的幸福感に及ぼすと思われる影響
を考察するため、パス解析による検討をおこ
なった。なお、先の相関分析でサポートの提
供と受容に強い関連性が認められたことか
ら、事前に過去、現在の別にサポート指標
（提供・受容×人数・満足度の4指標）の因
子分析（主成分解、プロマックス回転）をお
こない（表3）、それぞれ満足度と人数の指
標に集約して因子得点を算出した。その上で
「過去のサポートの人数および満足度が、現
在のサポートの人数と満足度に影響を与えつ
つ、それらが自尊感情に影響し、最終的に主
観的幸福感を左右する」という仮説的なモデ
ルを構成し、準完全逐次モデルによるパス解
析をおこなった。
　その結果、図1に示すように、過去のサ
ポート源の人数は現在の人数を、過去のサ
ポートへの満足度は現在の満足度を強く規定

表2　指標間の相関関係

　　 指 標 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧    ⑨
過去のサポート
　提供・人数 ① ̶
　　　　満足度 ② 0.13 ̶
　受容・人数 ③ 0.78* 0.02 ̶
　　　　満足度 ④ 0.15 0.66* 0.18 ̶
現在のサポート
　提供・人数 ⑤ 0.65* 0.18 0.55* 0.36* ̶
　　　　満足度 ⑥ 0.20 0.62* 0.19 0.69* 0.41* ̶
　受容・人数 ⑦ 0.71* 0.07 0.77* 0.30* 0.70* 0.30* ̶
　　　　満足度 ⑧ 0.23* 0.69* 0.23* 0.80* 0.43* 0.79* 0.24* ̶
自尊感情 ⑨ 0.19 0.27* 0.09 0.28* 0.31* 0.23* 0.03 0.42* ̶
主観的幸福感 ⑩ 0.16 0.44* 0.02 0.43* 0.25* 0.33* 0.10 0.44* 0.51*

 *p<.05

表3　サポート指標の因子分析（プロマックス回転）

指標
過去のサポート 現在のサポート

　因子1 因子2 共通性 因子1 因子2 共通性
受容・人数 0.95 － 0.03 0.90 － 0.09 0.90 0.88
提供・人数 0.94 0.03 0.88 0.15 0.86 0.85
提供・満足 －0.06 0.92 0.84 0.87 0.02 0.89
受容・満足 0.06 0.90 0.83 0.89 － 0.01 0.90
寄与率（％）  49.5  36.8  45.5  42.4
因子間相関 　　　r＝ 0.14 　　　r ＝ 0.37
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しており、また現在のサポートへの満足度は
自尊感情を介して主観的幸福感を高めるよう
に作用することを示唆していた。さらに、過
去のサポートへの満足度からは、主観的幸福
感に対する直接のパスも有意であった。サ
ポート源の人数の指標から自尊感情、主観的
幸福感へのパスは、いずれも有意な水準には
達していなかった。なお、この分析において
は過去のサポートと現在のサポートとの相関
が高いことから多重共線性の影響が考えられ
るが、単相関と符号が逆転する等の現象は見
られず、また SAS の Regression プロシ
ジャにおける多重共線性診断のための collin
オプションを用いた検討でも顕著な影響は見
出されなかった。これらの結果は、過去のサ
ポート・ネットワークへの満足度が、現在の
サポート・ネットワークへの満足度を介して
自尊感情および主観的幸福感に影響するだけ
でなく、それ自体でも直接に主観的幸福感の
維持に寄与していることを示唆している。

結語

　本研究の結果は、過去および現在のサポー
トに対する満足度が、自尊感情や主観的幸福
感を高めるように作用することを示してい
る。本研究の基本的な仮説は支持されたとい
える。とりわけ、過去のサポートに対する満
足度から主観的幸福感への直接のパスは、高
齢者にとってそれ以前のサポートをいかに受

図1　過去および現在のサポートから自尊感情、主観的幸福感へのパス図
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人数 
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係数の絶対値が.10以上のものを表記。双方向の矢印は相関係数を示す。 
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けとめるかということの重要性を示唆するも
のといえよう。そして、これらの結果からみ
て、本研究の「高齢者のソーシャル・サポー
トと心理的健康の問題を考える場合、現在の
みならず過去のサポート・ネットワークも考
慮すべきである」という視点は、妥当なもの
と考えられる。
　ただし方法論的にみて、本研究にはいくつ
か改善の余地がある。たとえば、「サポート
源の総人数と満足度を測定する」というアプ
ローチは、Sarason et al（1983）に始ま
る一連の研究があるとはいえ、高齢者のソー
シャル・サポートを把握するものとしてみる
と、必ずしもきめ細かいものとは言えない。
その他、サンプル数や項目数の少なさ、一時
点のみの測定であることなどの問題点があ
る。さらにまた、今回の調査対象者は老人会
に所属する基本的に健康な高齢者である。表
1に示されているように、現在のソーシャ
ル・サポートに対する満足度も非常に高く、
サンプルとしては偏りがある。たとえば杉澤
（1993）によれば、ソーシャル・サポート
の効果は日常生活動作能力（ADL）の高低
により異なる面がある。その意味で、本研究
の結果がその他様々な特徴をもつ高齢者にも
一般化できるかどうかは、現時点ではまた明
らかではない。
　これらの諸点をふまえ、より精密かつ多面
的な検討をおこなうことが今後の課題と言え
よう。

高齢者の過去および現在のソーシャル・サポートと主観的幸福感の関係
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注

　本研究は著者らの指導による野呂真美子さん（1998
年 3月同志社大学文学部卒業）の卒業研究で用いられた
データを再分析したものである。野呂さん並びに調査にご
協力いただいた皆様方に対して、深く感謝の意を表しま
す。なお、本研究の要旨は日本健康心理学会第11回大会
（1998）において口頭発表された。
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